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新型コロナウイルス感染症対策

感染拡大防止にむけた

県民のみなさまへのお願い

～奈良県緊急対処措置の期間延長～

令和３年８月４日（水）

第２６回奈良県新型コロナウイルス感染症対策本部会議



全国的な感染再拡大が始まり、奈良県及び周辺地域において

も、特に大阪など都市部を中心に、爆発的な勢いで感染者が増

加しています。

大阪府の影響を強く受ける奈良県では、大阪における感染者

増に連動する形で、感染者の増加が顕著になっており、その連動

した伸びは、第４波における状況と類似しています。

このことから、本県では、大阪における感染動向を注視しつつ、

これまでの経験を踏まえて、感染者発生の傾向に対応した感染

拡大防止策を講じる必要があります。

どのような場所で、どのような行動で、感染が発生し、それを防

ぐためには、どのように心得るべきか、私たちそれぞれが、改め

て考え、行動に移す必要があります。
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そのため、８月２２日までを期限としていた「緊急対処措置」を

大阪府における「緊急事態宣言」、及び京都府・兵庫県における

「まん延防止等重点措置」の実施期間にあわせて、８月３１日まで

継続し、本県におけるさらなる感染拡大を阻止すべく、 強い危

機感を持ち、引き続き市町村と連携して事態に対処することとし

ます。

特に、感染拡大抑制の切り札となるワクチン接種を、対象とな
る全ての年代において、着実に進めるとともに、感染の再拡大に
対応して、新型コロナ対策医療を強化するため、全ての確保病床
の運用を再開します。

県民の皆さまには、長期間にわたりご不便をおかけしますが、

感染の収束に向けて、一致団結して取り組むことが必要です。

引き続きご協力をよろしくお願いいたします。
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１．最近の感染の傾向
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奈良県 大阪府

※奈良県は大阪府の１０倍のスケールで表示
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奈良県 大阪府

1/13～2/28
大阪府

緊急事態宣言

4/27～
奈良県

緊急対処措置

6/21
大阪府

まん延防止等
重点措置

・奈良県の新規感染者数は、大阪府の概ね１/１０で同期化することが分かっています。

・7月中旬以降の新規感染者の増加の波は第4波と類似していることから、十分な注意

が必要です。

大阪府と奈良県の感染者数の推移（発表週別の1日平均）
令和２年1月28日～令和３年8月1日

4/25～6/20
大阪府

緊急事態宣言
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曜日別にみると、7月8日以降はほとんどの日で前週同曜日を上回っています。

奈良県の曜日別感染者数（令和3年5月31日以降）
月 火 水 木 金 土 日 週計

5/31 6/1 6/2 6/3 6/4 6/5 6/6 5/31～6/6

15 23 19 20 28 19 9 133

6/7 6/8 6/9 6/10 6/11 6/12 6/13 6/7～6/13

6 11 11 5 15 11 9 68

6/14 6/15 6/16 6/17 6/18 6/19 6/20 6/14～6/20

4 18 9 13 13 11 14 82

6/21 6/22 6/23 6/24 6/25 6/26 6/27 6/21～6/27

5 23 21 19 17 19 18 122

6/28 6/29 6/30 7/1 7/2 7/3 7/4 6/28～7/4

13 24 20 7 17 11 5 97

7/5 7/6 7/7 7/8 7/9 7/10 7/11 7/5～7/11

3 11 9 13 20 22 9 87

7/12 7/13 7/14 7/15 7/16 7/17 7/18 7/12～7/18

8 24 22 17 22 17 20 130

7/19 7/20 7/21 7/22 7/23 7/24 7/25 7/19～7/25

19 26 38 32 12 15 19 161

7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 8/1 7/26～8/1

22 45 52 63 56 61 78 377

※前週比2倍以上となって

いる日は２重丸としていま
す。
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参 考

大阪府では7月に入り前週同曜日を上回る日が連続しています。

大阪府の曜日別感染者数（令和3年5月31日以降）

8

月 火 水 木 金 土 日 週計

5/31 6/1 6/2 6/3 6/4 6/5 6/6 5/31～6/6

98 201 213 226 189 174 145 1246

6/7 6/8 6/9 6/10 6/11 6/12 6/13 6/7～6/13

72 190 153 148 134 126 96 919

6/14 6/15 6/16 6/17 6/18 6/19 6/20 6/14～6/20

57 110 108 95 79 111 106 666

6/21 6/22 6/23 6/24 6/25 6/26 6/27 6/21～6/27

42 107 125 116 120 88 96 694

6/28 6/29 6/30 7/1 7/2 7/3 7/4 6/28～7/4

40 101 108 108 123 148 88 716

7/5 7/6 7/7 7/8 7/9 7/10 7/11 7/5～7/11

77 136 151 125 143 200 166 998

7/12 7/13 7/14 7/15 7/16 7/17 7/18 7/12～7/18

104 225 349 324 254 380 262 1898

7/19 7/20 7/21 7/22 7/23 7/24 7/25 7/19～7/25

224 313 491 461 379 283 471 2622

7/26 7/27 7/28 7/29 7/30 7/31 8/1 7/26～8/1

374 741 798 932 882 1040 890 5657

※前週比2倍以上となって

いる日は２重丸としていま
す。



感染の状況（1次・2次以降内訳） （令和３年３月1日～8月1日）

7月12日以降1次感染が大幅に増加し、1次感染と2次以降感染がほぼ半数ずつとなっ

ています。

家庭, 

1094名, 

47%家庭外（クラス

ター除く）, 

772名, 33%

クラスター, 

451名, 20%

（令和3年３月1日～６月13日）
判明 2,317名

１次感染, 

275名, 

36%

２次以降感染, 

497名, 64%

家庭外感染の
1次・2次以降別内訳

772名

家庭, 84名, 

40%

家庭外（クラスター

除く）, 86名, 

40%

クラスター, 

43名, 20%

（令和3年６月1４日～７月1１日）
判明 ２１３名

１次感染, 

15名, 

17%

２次以降感染, 

71名, 83%

家庭外感染の
1次・2次以降別内訳

８６名

家庭, 177

名, 50%
家庭外（クラスター

除く）, 160名, 

46%

クラスター, 

13名, 4%

（令和3年７月1２日～８月1日）
判明 ３５０名

１次感染, 

79名, 

49%

２次以降感染, 

81名, 51%

家庭外感染の
1次・2次以降別内訳

１６０名
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家庭, 177名, 

50%

家庭外（クラ

スター除く）, 

160名, 

46%

クラスター, 

13名, 4%

（令和3年7月1２日～8月1日）
判明 ３５０名

１次感染, 79名, 

49%
２次以降感染, 

81名, 51%

大阪に行ってうつ

された, 41名, 

52%

大阪から来た

人にうつされ

た, 11名, 

14%

その他地域に

行ってうつさ

れた, 14名, 

18%

その他地域か

ら来た人にう

つされた, 8

名, 10%

確認中, 5名, 

6%

1次感染の内訳
７９名

感染の状況（1次感染の内訳） （令和3年７月１２日～8月1日）

1次感染の内訳をみると、７割近くが大阪関連です。
大阪で感染者数が増加しているので、注意が必要です。

大阪関連
6６％

10

家庭外感染の
1次・2次以降別内訳

1６０名



感染の状況（三類型） （令和3年３月1日～8月1日）

感染の三類型では、7月12日以降は家庭内感染が半数を占めるに至っています。
これからお盆を迎えるにあたり、家庭内で感染した方から、家庭外の友人等への感染
拡大に注意する必要があります。

判明, 

2317名, 

49%

調査中, 

2402名, 

51%

家庭, 

1094名, 

47%家庭外（クラ

スター除く）, 

772名, 

33%

クラスター, 

451名, 20%

（令和3年３月1日～６月13日）
4,719名

判明の内訳
2,317名

判明, 

213名, 

55%

調査中, 

175名, 

45%

家庭, 84名, 

40%

家庭外（クラ

スター除く）, 

86名, 

40%

クラスター, 

43名, 20%

（令和3年６月1４日～７月1１日）
３８８名

判明の内訳
２１３名

判明, 350

名, 52%

調査中, 

318名, 

48%

家庭, 

177名, 

50%

家庭外（クラ

スター除く）, 

160名, 

46%

クラスター, 

13名, 4%

判明の内訳
３５０名

（令和3年７月1２日～８月1日）
６６８名
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友人等との交流, 

60名, 37%

仕事, 62名, 

39%

親族・親戚

との交流, 

25名, 

16%

学校・部活動, 4名, 

2%

福祉サービス利用, 

3名, 2%

単独行動（買い物、食事、趣味な

どの活動）, 4名, 3%
確認中, 2名, 

1%

家庭外感染の行動別内訳
1６０名

感染の状況（行動別） （令和3年７月１２日～8月1日）

友人等との交流, 

27名, 34%

仕事, 30名, 

38%

親族・親戚との

交流, 15名, 

19%

学校・部活動, 4名, 

5%

単独行動（買い物、食

事、趣味などの活動）, 

1名, 1%

確認中, 2名, 

3%

友人等との交流, 

33名, 41%

仕事, 32

名, 39%

親族・親戚との

交流, 10名, 

12%

学校・部活動, 

0名, 0%

福祉サービス利用, 

3名, 4%

単独行動（買い物、食事、趣

味などの活動）, 3名, 4%

家庭外感染の行動別では、友人等との交流及び仕事の２大類型が8割近くを占めてい

ます。

判明の内訳
３５０名
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家庭, 177名, 

50%

家庭外（クラ

スター除く）, 

160名, 

46%

クラスター, 

13名, 4%

家庭外感染（1次感染）の
行動別内訳 ７９名

家庭外感染（2次以降感染）の
行動別内訳 ８１名



居宅, 38名, 

24%

事業所, 41名, 

25%飲食店, 30名, 

19%

福祉施設, 

3名, 2%

学校・保育

所等, 6名, 

4%

その他店舗・

施設等, 26

名, 16%

屋外, 13名, 

8%

確認中, 3名, 2%

家庭外感染の場所別内訳
1６０名

感染の状況（場所別） （令和3年７月１２日～8月1日）

居宅, 

18名, 

23%

事業所, 22名, 

28%
飲食店, 

12名, 

15%

学校・保育所

等, 6名, 7%

その他店舗・

施設等, 12

名, 15%

屋外, 6名, 

8%

確認中, 3名, 4%

居宅, 

20

名, 

25%

事業所, 19名, 

23%飲食店, 18

名, 22%

福祉施設, 3

名, 4%

その他店舗・

施設等, 14

名, 17%

屋外, 7名, 

9%

家庭外感染の場所別では、1次感染では事業所が多く、2次以降感染では居宅、事業所、

飲食店がそれぞれ約1/4ずつを占めています。
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判明の内訳
３５０名

家庭, 177名, 

50%

家庭外（クラ

スター除く）, 

160名, 

46%

クラスター, 

13名, 4%

家庭外感染（1次感染）の
場所別内訳 ７9名

家庭外感染（2次以降感染）の
場所別内訳 ８１名



感染者に占める60歳以上の者の割合は今年1月以降6月までは約1/4前後で推移して

いましたが、高齢者のワクチン接種が進んできた7月以降は1割となっています。

令和3年7月1日～8月1日
795名

感染者の年代別割合（令和3年１月1日～8月1日）

20歳未満, 

145名, 18%

20・30代, 

303名, 38%

40・50代, 

278名, 35%

60歳以上, 

69名, 9%
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20歳未満, 150

名, 11%

20・30代, 

382名, 28%

40・50代, 419

名, 31%

60歳以上, 

402名, 30%

令和3年1月1日～2月28日
1,353名

令和3年3月1日～4月３０日
２,８１３名

令和3年５月1日～6月30日
２,１６７名

20歳未満, 

385名, 

14%

20・30代, 

890名, 31%
40・50代, 

865名, 31%

60歳以上, 

673名, 24%

※ 4月12日

高齢者へのワクチン接種開始

20歳未満, 

365名, 17%

20・30代, 

587名, 27%

40・50代, 

664名, 31%

60歳以上, 551

名, 25%

※ 7月1日

高齢者へのワクチン接種（2回目）25％

7月13日

高齢者へのワクチン接種（2回目）50％



奈良県の変異株（デルタ株）の状況

デルタ株の状況には、注意が必要です。

15

３ 2 1

1
1

1

20
５

３２ ３９

６１

20

42
32

78

デルタ株確定 デルタ株疑い（L452R陽性） デルタ株陰性（L452R陰性）

6月7日
～13日

6月14日
～20日

6月21日
～27日

7月5日
～11日

計 ２０

計 ４5

7月12日
～18日

1
計 ８

計 ３９

※件数は、変異株に関するスクリーニング検査を実施した日を基準に集計
※「デルタ株確定」は、国立感染症研究所で遺伝子解析を行い、デルタ株であることが確定した数
※「デルタ株疑い（L452R陽性）」及び「デルタ株陰性（L452R陰性）」は、PCR検査の結果が陽性で、かつ、遺伝子解析が可能なウイルス量を
有する検体について、県保健研究センター、奈良市保健所及び民間検査機関でL452R変異に関するスクリーニング検査を実施した数

計 ３４

（単位：件）

計 ６２

6月28日
～7月4日

記載の数値（計）は、変異株に関するスクリーニング検査数を示しています

7月1９日
～２５日

7月２６日
～８月1日

計 ３３

計 ９８



24 84 236 390 795 1581

529

1,377
1,471

1,724

2072

2101

デルタ株疑い（L452R陽性） デルタ株陰性（L452R陰性）

6月7日
～13日

6月14日
～20日

6月21日
～27日

6月28日
～7月4日

計 1,707

計 2,114

計 1,461

計 553

大阪府
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・デルタ株疑い（L452R陽性）及びデルタ株陰性（L452R陰性）は、
厚生労働省資料「変異株スクリーニング検査の実施率・陽性率（機械的な試算）速報値2021年7月２６日時点」を用いて作成
・デルタ株確定は、厚生労働省資料「都道府県別の懸念される変異株の事例数（ゲノム解析）（HERｰSYS）」を引用
・週ごとの変異株に関するスクリーニング検査数に対応する大阪府、東京都の「デルタ株確定」数は公表されていない

参 考

東京都

11 26 21 22 46 52

202
352 495

256 264
485

6月7日
～13日

6月14日
～20日

6月21日
～27日

6月28日
～7月4日

計 516

計 278
計 378

計 213

計 ５３７

記載の数値（計）は、変異株に関するスクリーニング検査数を示しています

大阪府のデルタ株確定４７件
（7月１９日時点）

（単位：件） 東京都のデルタ株確定１２４件
（7月１９日時点）

計 ３１０

７月５日
～１１日

７月１２日
～１８日

７月５日
～１１日

７月１２日
～１８日

計 2,８６７

計 ３,６８２



２．奈良県緊急対処措置の期間延長
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〔１〕 県内感染拡大期における感染防止策

18
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大阪など
（飲食・仕事など）

家 庭 家庭外
（学校・職場など）

大阪などの都市部で感染が急拡大した際に、家庭へ感染を持ち

帰り、家庭で感染した人が、職場や学校などで拡げるのが、県内

における感染拡大の典型的なパターンです。

感染の連鎖を断ち切るよう、気をつけましょう

（１） 感染の連鎖に気をつけましょう
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奈良県においても、感染が急激に拡大しています。

県内では、１次感染の割合が増えており、その中でも、大阪関連

が約７割を占めています。

奈良県が大阪の影響を強く受けることは、これまでの経験から分

かっており、大阪との往来に十分な注意が必要です。

・買い物や食事、レジャーなど、

不要不急の大阪との往来は避けてください。

・仕事や学校で大阪に行くときでも、寄り道せずに

まっすぐ帰ってください。

（２） 大阪との往来に関するお願い



基本の対策
家庭では、過ごす場所と、過ごす時間を、ずらしましょう

空間・時間・物の

共有がある場合
家の中でも、マスク・消毒・換気を徹底

21

同居家族がひとりでも体調不良なら、

家庭内感染が再び多くなってきました。

家庭へ感染を持ちこまない・家庭外へ持ち出さない

家族全員、自宅待機の徹底。

（３） 家庭におけるお願い
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友人との交流、仕事での感染が引き続き多くなっています。

＊熱中症を防ぐため、屋外で人と２ｍ以上離れているときは、マスクをはずしてもかまいません。

友人との交流に関するお願い

・マスクの着用を徹底してください

・飲食は、きちんと感染対策をしている店舗で

多人数・長時間は避け、大声での会話はしない！

仕事や事業所に関するお願い

・体調不良時は、出勤しない

・換気、マスクの着用を徹底してください

・車での移動時も、こまめに換気

（４）家庭外におけるお願い
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夏休み、特にお盆の時期は、移動・交流の機会が多くなります。

・夏休みは、県内で家族とすごしてください

・帰省する場合は、あらかじめ、不要不急の人との接触を控

え、感染防止策を徹底してください

・帰省したら、家族で静かに過ごしてください

・オリンピックや高校野球の応援は、自宅でテレビで

・ふだん同居していない人とマスクをはずした状態での対面

は、避けてください

（５） 夏休みは、県内で家族とすごしましょう



奈良県の実情に合わせた取組を継続します。

① 施設の使用制限

閉館、閉園が必要な公立施設については、県と市町村が協議して実施

➢ 8/23以降の閉館、閉園の継続を検討中の市町村（１０市町村） （８月２日現在）

➢制限内容の見直しを検討中の市町村（４市町村）

※今後、個別の対応については、各市町村が本部会議等を開催の上決定

② イベントの実施

地域のイベント制限については、県と市町村が協議して対処

➢ 8/23以降の地域のイベント制限の継続を検討中の市町村（１５市町村） （８月２日現在）

➢制限内容の見直しを検討中の市町村（３市町村）

※今後、個別の対応については、各市町村が本部会議等を開催の上決定

公立施設の閉館、閉園について、引き続き市町村が取組の継続を検討さ

れていることから、当該地域における県立施設の閉館、閉園を継続実施。

地域のイベントの制限について、引き続き市町村が取組の継続を検討さ

れていることから、当該地域における県イベントの制限を継続実施。

24

（６）奈良県の緊急対処措置の内容（継続）



③飲食店・宿泊施設の認証制度の推進

・５月２５日から、認証制度の申請受付を開始

・５月３１日から、認証を開始

（全対象施設に個別に認証制度の案内を送付）

・引き続き制度の周知を図り、認証制度の普及を促進

④飲食店、商業施設、集客施設での感染予防の配慮

・業種別ガイドラインを遵守し、感染予防の配慮をしていただくようお願い

⑤勤務の工夫

・県内の勤務者、事業者に対して、在宅勤務の活用、残業抑制、時差出勤等の推進について

県が改めてお願い

・県庁における勤務については、引き続き、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、

接触機会の低減を図ることを目的に在宅勤務の活用、残業抑制、時差出勤等に取り組む

⑥クラスター発生予防

・クラスターが発生した社会福祉施設、医療機関等を対象に、拡大防止のための実地指導

を実施

・市町村の要請に応じて、実地指導を支援

・社会福祉施設の職員の方々などに、「持ち込まない対策」の徹底を引き続き要請

25



⑦学校での協力

・学校の部活動・教育実習等の制限・自粛を要請

・私立学校においては、公立学校の状況も踏まえつつ、部活動・教育実習等の制限・自粛を

要請

⑧広報活動

・大阪など感染者が多い地域へは行かず、県内で家族と過ごしていただくようお願い

・緊急事態宣言等が適用された地域の人々には、「緊急対処措置」適用期間中の、

奈良県への不要不急の来訪を極力控えていただくようお願い

・ＳＮＳ、テレビなど各種広報媒体により、感染対策に関する正確な情報を発信し、予防策の

実践を呼びかける広報活動を継続

⑨ＧoTｏＥａｔ事業、「いまなら。キャンペーン」

・ＧoTｏＥａｔ事業の食事券の追加販売は、緊急対処措置期間中は停止

（予約済みのものについて、緊急対処措置期間経過後まで発券を延期）

（販売済みの食事券について、緊急対処措置期間中の利用を控えるよう呼びかけ）

・「いまなら。キャンペーン」（県民限定県内宿泊等割引）は、緊急対処措置終了後に一定の準

備期間を経て実施

26



【参考】奈良県における緊急事態宣言、まん延防止等重点措置への考え方

・緊急事態宣言、まん延防止等重点措置は、飲食店等に対する時短要請を中心とする内容

で、繁華街が多い大都市においては、有効と考えられる。

・本県が大きな影響を受ける大阪等都市部における措置導入については、効果に期待。

・一方、飲食店の集中したエリアが無い本県のようなベッドタウン的地域においては、効果

が検証できていない。

・大阪府において緊急事態宣言が、京都府・兵庫県においてまん延防止等重点措置が導入

された８月２日以前においても、それらの府県では飲食店への時短要請等が実施されて

いたが、本県への飲食目的での流入による感染拡大事例は確認されていない。

これらのことから、本県の実情に合った「緊急対処措置」を継続します。

・飲食店等へは、業種別ガイドラインを遵守し、感染予防の配慮をしていただくようお願い

・飲食店・宿泊施設の認証制度の推進による感染防止対策への支援

・友人との交流など飲食機会における利用者への感染防止対策のお願い

更に、全年代におけるワクチン接種を着実に進め、感染拡大の抑制に努めます。

27



・飲食店等の認証制度の普及により、安心・安全な店舗を増やし、感染拡大時期に

おいても、休業要請・時短要請によらない感染防止対策を実施。

○ 飲食店には、適切な感染防止対策を行い、安全な環境づくりをお願いします。

そのために、認証制度を積極的にご活用ください。

○ 県内全飲食店、宿泊施設に対して、認証制度の案内・申請書を郵送し、認証取得

のための感染防止対策の働きかけと制度説明を電話により実施。

○ 認証を取得した店舗、施設の情報は、県ホームページで広報し、適切な感染防止

対策が行われている店舗、施設であることを紹介中。

お店、お宿選びの参考に！！

（飲食店） （宿泊施設）

感染防止対策を実施する飲食店・宿泊施設の認証制度

28

○ 県内市町村と金融機関の窓口へ制度案内チラシを配布し、関係先への周知を依頼。



○ 県が定めた基準に基づき、感染防止対策を実施する飲食店、宿泊施設を県が認証

○ 認証の実績 （８月３日時点）

➣ 申請件数 ： ５６５件 （飲食店：４３５件、宿泊施設：１３０件）

➣ 認証件数 ： ２２９件 （飲食店：１２７件、宿泊施設：１０２件）

※ 体制の強化等により、認証の一層の迅速化を図っています。

（認証区分の内訳）
「☆☆☆」 １４４件 （認証基準の必須項目＋アピール項目６項目以上）
「☆☆」 ７７件 （認証基準の必須項目＋アピール項目３～５項目）
「☆」 ８件 （認証基準の必須項目 （飲食店５３項目、宿泊施設６２項目））

(参考） 県内対象店舗・施設数 飲食店：8,696店舗、宿泊施設：７４２施設

29
○ ご不明な点は、奈良県コロナ対策認証制度事務局（0570-087-567)までお問い合わせください。

○ 認証施設では、次のような対策が取られています。

・従業員、利用者への手指消毒の徹底 消毒設備の設置、利用者への手指消毒の呼びかけ 等

・飲食時以外のマスク着用 利用者への飲食時以外のマスク着用の周知、従業員のマスク着用の徹底 等

・テーブル間、座席間の距離の確保 １ｍ以上の間隔の確保又はアクリル板等による遮蔽 等

・換気の徹底 １人あたり毎時３０㎡の必要換気量の確保又は３０分に１回、５分程度、２方向の窓を全開 等

・その他 従業員の健康管理の徹底、共用物品の消毒の徹底、滞在時間の制限や予約制の活用による密

の回避 等



全国で、5月以降、国の「雇用調整助成金(緊急雇用安定助成金含
む)※」の助成率が原則10/10→9/10に引き下げ（中小企業・小規模事

業所が解雇等を行わない場合）られていますが、本県では、コロナ禍の

中、頑張る中小企業などの雇用維持を支援するため、５月～７月の間、上

乗せ補助を行い元の支給水準を確保してきました。

引き続き、8月と9月について、上乗せ補助を継続します。
※雇用調整助成金とは、事業主が、従業員に対して雇用調整（休業）を行い、従業員の雇用を維持した場合に、休業手当

などの一部を助成する制度。国から事業主に直接支払われます。

（雇用保険被保険者でない従業員を休業させた場合には、緊急雇用安定助成金が支払われます。）

奈良労働局

県 県内事業者

連携
雇用調整助成金（9/10)

上乗せ(1/10)

（緊急雇用安定助成金含む）

30

雇用調整助成金等の上乗せの継続



社会福祉施設等におけるクラスター対策

入所系施設職員が、いつでも 簡単に 正しい感染対策を学べるためのツール

社会福祉施設コロナ感染対策「こんな時はどうする？」解説集 （動画付き）

を作成、県ホームページで本日公開！！

こちらから
ご覧ください
（動画は、
PDF内の
URLか
QRコードから）

○ 日常業務の中での消毒のタイミングなどの「こんな時はどうする？」

を具体的に解説

○ スマホがあれば、職員一人ひとりが、いつでも簡単に動画付きで

学習が可能

○ 解説内容は全て、奈良県立医科大学 感染症センター 笠原センター長が監修

動画中の

音声解説も、

全て

笠原センター長

上記解説集を活用し、施設がコロナに負けないための研修会を実施！！

日時 ： 令和３年８月６日（金） 午前１０時～１１時３０分
会場 ： 奈良県立医科大学 臨床研修センター１階 カンファレンス室
講師 ： 奈良県立医科大学感染症センター センター長 笠原 敬 氏
対象 ： 県内社会福祉施設職員 定員５０人

★後日、ＷＥＢ配信を実施予定。
施設職員はもちろん、行政担当者など幅広い方に受講していただけます。
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⇒ 今まで、多分誰も教えてくれなかった
こんなことも、動画で解説しています。

Ｑ．濃厚接触者の食後の食器は
どう片付けるの？

この解説集でわかる！ 社会福祉施設コロナ感染対策 「こんな時はどうする？」 の例

⇒ 消毒のタイミングなど、行動手順を
動画でわかりやすく解説！

Ｑ．入所者のおむつ交換の手順は？
Ｑ．入所者の入れ歯をまとめて管理している
場合、感染者が出たらどうすればよいの？

⇒ 交換そのものだけでなく、交換の前後の
おむつの取扱いもとても重要です。

Ｑ．濃厚接触者の衣類も含めて、施設内で
洗濯したい場合はどうすればよいの？

⇒ 特別養護老人ホームのような大規模施設と
グループホームでは異なるから、２通りの
動画を用意しました！
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〔２〕 ワクチン接種の早期展開
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人口10万人当たり感染者数（令和3年7月1日～8月1日）と

ワクチン接種率（1回目）（8月1日時点）との相関関係

相関係数：-0.5２

沖縄県

大阪府

東京都

石川県

神奈川県

埼玉県 千葉県

奈良県

※ワクチン接種率（1回目）：内閣官房IT総合戦略室公表資料より引用
※感染者数：厚生労働省公表資料より引用

ワクチン接種率が高い地域ほど人口10万人当たり感染者数は低くなる傾向
が見てとれます。
ワクチン接種の推進は感染拡大防止の決め手です。

※人口：「令和2年1月1日住民基本台帳年齢階級別人口」より引用

※緊急事態宣言実施

まん延防止等重点措置実施

全国都道府県
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※人口：「令和2年1月1日住民基本台帳年齢階級別人口」より引用

※大阪市への就業・通学率：平成27年国勢調査をもとに奈良県で算出 35
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7月以降特に感染者多く発生

ワクチン接種率低位

市町村
人口10万人

当たり

感染者数

大阪市への就業・

通学率　

上位順位

市町村
人口10万人

当たり

感染者数

安堵町 202.5 川西町 35.0
香芝市 117.3 4位 大淀町 34.4
三宅町 87.7 五條市 29.9
王寺町 86.8 2位 下市町 19.0
生駒市 72.8 1位 高取町 14.9
橿原市 70.6 河合町 11.3
天理市 69.3 山添村 0
大和郡山市 68.7 曽爾村 0
三郷町 61.0 3位 御杖村 0
広陵町 59.9 明日香村 0
平群町 58.5 5位 吉野町 0
田原本町 56.4 黒滝村 0
奈良市 51.4 天川村 0
大和高田市 48.0 野迫川村 0
御所市 47.0 十津川村 0
宇陀市 43.7 下北山村 0
葛城市 42.8 上北山村 0
上牧町 40.4 川上村 0
斑鳩町 38.8 東吉野村 0
桜井市 37.0



・高齢者へのワクチン接種が進んだ7月以降は重症者に占める60歳以上の方の割合が大きく減少
しています。
・また、7月以降は感染者に占める重症者の割合も減少しています。

令和3年7月1日～8月1日

重症者 １６名

感染者 795名

感染者に占める重症者の割合及び重症者の年代別割合の推移
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令和3年1月1日～2月28日

重症者 39名

感染者 1,353名

令和3年3月1日～4月３０日

重症者 １１１名

感染者 ２,８１３名

令和3年５月1日～6月30日

重症者 74名

感染者 ２,１６７名

※ 4月12日

高齢者へのワクチン接種開始

※ 7月1日

高齢者へのワクチン接種（2回目）25％

7月13日

高齢者へのワクチン接種（2回目）50％

40・50代, 4名, 

10%

60歳以上, 

35名, 90%

20・30代, 3名, 

3%

40・50代, 

27名, 24%

60歳以上, 

81名, 73%

20歳未満, 1名, 6%

20・30代, 

2名, 12%

40・50代, 7名, 

44%

60歳以上, 6名, 

38%

20・30代, 4

名, 6%

40・50代, 

15名, 

20%

60歳以上, 55

名, 74%

・本ページ及び次ページの資料は、HER-SYS※のデータを元に奈良県で独自に集計し作成。

・重症者には死亡者を含む。

また、死亡者には、直接の死因が新型コロナウイルス感染症と認められなかった事例を含む。

※HER-SYSとは、新型コロナウイルス感染者等の情報を一元的に管理し、医療機関や保健所等で共有できる厚生労働省のシステム。

＝２．９％ ＝３．９％ ＝３．４％ ＝２．０％
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2020.1.28～2021.6.30 2021.7.1～8.1

重症者 ２３３名 ６名

60歳以上 感染者 ２，１４２名 ６９名

重症率 １０．９％ ８．７％

重症者 ６６名 １０名

60歳未満 感染者 ６，１９６名 ７２６名

重症率 １．１％ １．４％

重症者 ２９９名 １６名

全年代 感染者 ８，３３８名 ７９５名

重症率 ３．６％ ２．０％

・高齢者へのワクチン接種が進んだ７月以降は、６０歳以上の感染者に占める
重症者の割合が減少しています。
・ワクチンの接種により、重症化を阻止する効果が期待できます。

▲２．２



ワクチン接種状況 （8月1日現在） 【県全体】

※上記は、ワクチン接種記録システム（ＶＲＳ）の数字を集計したものです。 38



市町村別全年代ワクチン接種済者数 （8月1日現在）

※接種率は、全人口を母数として計算しています。

※上記は、ワクチン接種記録システム（ＶＲＳ）の数字を集計したものです。
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接 種 率 接 種 率 接 種 率 接 種 率

B/A D/A B/A D/A

A B C D E F A B C D E F

大和高田市 64,580 17,453 27.0% 13,993 21.7% 48.0 御所市 25,525 12,149 47.6% 9,637 37.8% 47.0

香芝市 79,272 22,175 28.0% 16,931 21.4% 117.3 五條市 30,107 14,383 47.8% 10,356 34.4% 29.9

橿原市 121,736 35,480 29.1% 28,743 23.6% 70.6 平群町 18,795 9,185 48.9% 7,394 39.3% 58.5

生駒市 119,483 38,503 32.2% 31,121 26.0% 72.8 宇陀市 29,737 15,104 50.8% 12,866 43.3% 43.7

広陵町 35,059 11,334 32.3% 10,035 28.6% 59.9 大淀町 17,456 9,004 51.6% 5,451 31.2% 34.4

斑鳩町 28,338 9,516 33.6% 8,106 28.6% 38.8 高取町 6,722 3,736 55.6% 2,288 34.0% 14.9

桜井市 56,784 19,101 33.6% 16,634 29.3% 37.0 黒滝村 702 462 65.8% 357 50.9% 0.0

王寺町 24,196 8,400 34.7% 6,367 26.3% 86.8 下市町 5,277 3,518 66.7% 2,584 49.0% 19.0

奈良市 356,027 123,602 34.7% 88,288 24.8% 51.4 十津川村 3,224 2,165 67.2% 1,342 41.6% 0.0

三郷町 22,957 8,080 35.2% 7,505 32.7% 61.0 吉野町 6,868 4,641 67.6% 3,157 46.0% 0.0

大和郡山市 85,871 30,456 35.5% 23,509 27.4% 68.7 明日香村 5,544 4,021 72.5% 3,803 68.6% 0.0

葛城市 37,393 13,266 35.5% 10,170 27.2% 42.8 天川村 1,373 1,014 73.9% 994 72.4% 0.0

上牧町 22,277 8,141 36.5% 6,784 30.5% 40.4 曽爾村 1,427 1,068 74.8% 658 46.1% 0.0

河合町 17,631 7,414 42.1% 6,269 35.6% 11.3 東吉野村 1,717 1,304 75.9% 1,296 75.5% 0.0

天理市 64,895 27,693 42.7% 18,195 28.0% 69.3 御杖村 1,587 1,219 76.8% 1,030 64.9% 0.0

川西町 8,565 3,658 42.7% 2,791 32.6% 35.0 下北山村 884 686 77.6% 679 76.8% 0.0

田原本町 31,890 13,812 43.3% 10,748 33.7% 56.4 川上村 1,361 1,060 77.9% 1,037 76.2% 0.0

安堵町 7,407 3,426 46.3% 2,975 40.2% 202.5 野迫川村 369 305 82.7% 298 80.8% 0.0

三宅町 6,842 3,192 46.7% 2,538 37.1% 87.7 上北山村 488 418 85.7% 413 84.6% 0.0

山添村 3,471 1,626 46.8% 1,563 45.0% 0.0 計 1,353,837 491,770 36.3% 378,905 28.0% 58.7

人口10

万人あた

りの感染

者数

全年代人口：令和2年1月1日住民基本台帳年齢階級別人口

２回目

接種済者数

２回目

接種済者数
全年代人口

１回目

接種済者数
全年代人口

１回目

接種済者数

人口10

万人あた

りの感染

者数

※人口10万人あたりの感染者数は、令和3年7月1日から8月1日までの人数を元にしています。



市町村別全年代ワクチン接種率 （8月1日現在）

【 市 】 【 町 】 【 村 】

※接種率は、全人口を母数として
計算しています。
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【接種率】 （％）

大和高田市 27.0 21.7

香芝市 28.0 21.4

橿原市 29.1 23.6

生駒市 32.2 26.0

桜井市 33.6 29.3

奈良市 34.7 24.8

大和郡山市 35.5 27.4

葛城市 35.5 27.2

天理市 42.7 28.0

御所市 47.6 37.8

五條市 47.8 34.4

宇陀市 50.8 43.3

市計 34.5 26.2

市町村名
１回目

接種率

２回目

接種率

【接種率】 （％）

広陵町 32.3 28.6

斑鳩町 33.6 28.6

王寺町 34.7 26.3

三郷町 35.2 32.7

上牧町 36.5 30.5

河合町 42.1 35.6

川西町 42.7 32.6

田原本町 43.3 33.7

安堵町 46.3 40.2

三宅町 46.7 37.1

平群町 48.9 39.3

大淀町 51.6 31.2

高取町 55.6 34.0

下市町 66.7 49.0

吉野町 67.6 46.0

町計 41.1 32.7

市町村名
１回目

接種率

２回目

接種率

【接種率】 （％）

山添村 46.8 45.0

黒滝村 65.8 50.9

十津川村 67.2 41.6

明日香村 72.5 68.6

天川村 73.9 72.4

曽爾村 74.8 46.1

東吉野村 75.9 75.5

御杖村 76.8 64.9

下北山村 77.6 76.8

川上村 77.9 76.2

野迫川村 82.7 80.8

上北山村 85.7 84.6

村計 69.3 60.8

市町村名
１回目

接種率

２回目

接種率



高齢者のワクチン接種率の状況 （8月1日現在）
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※高齢者の接種率は、65歳以上人口を母数として計算しています。

市 町 村

※三郷町は高齢者1回目の接種記録が一部完了していないため、1回目接種率(87.2%)より2回目接種率(87.6%)の方が高くなっています。

１回目

２回目

１回目

２回目

１回目

２回目



全年代の１回目ワクチン接種率の状況 （8月1日現在）
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※全年代の接種率は、全人口を母数として計算しています

町 村市

65歳未満

65歳以上

65歳未満

65歳以上

65歳未満

65歳以上



【広域ワクチン接種会場（奈良会場・中和会場）の概要】

●県広域ワクチン接種会場分のワクチンとして新たに約４万回分が認められました。
（累計約９１，０００回分）

●今回決定されたワクチン供給量等を踏まえ、以下のとおり、接種を進めます。
・予約開始 ：８月 ７日（土）１０：００～（インターネット及びコールセンター）
・接種開始 ：８月１４日（土）１３：００～（橿原文化会館で開始）
・接種対象予定者：約４１，０００人

●お勤めの方も接種が受けやすいよう、夜間（２０：００まで）や土日の接種も実施。
●今後、ワクチンが追加供給された場合は、市町村の接種状況等を踏まえ、展開案を検討。

奈良会場設置場所
・奈良公園バスターミナル
・奈良県文化会館

中和会場設置場所
・奈良県橿原文化会館
・奈良県産業会館

接種対象者
① 県内に所在する施設等に従事する福祉・医療関係者・教員等

（家族を含む）に優先予約期間を設定
② ①の予約状況、ワクチン供給量を踏まえ、県内在住の一般の方々へ拡大

使用するワクチン ファイザー社製ワクチン

その他 市町村発行の接種券が必要

県の広域ワクチン接種会場について

※接種日に応じて、いずれかの会場を使用
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※接種日に応じて、いずれかの会場を使用

※詳細は、県広域ワクチン接種会場に係る特設ページをご覧下さい。

URL： http://www.pref.nara.jp/59054.htm



研修医等派遣チームによる接種状況

・６月１日に開始した研修医等含む派遣チームは、延べ142,165回分の接種を実施。

・研修医・指導医（上級医）の延べ参加人数は計1,239人、延べ活動日数は237日に達しました。
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高齢者
人口

（R2.1.1）

高齢者接種済回数
(1回目・2回目)

研修医等
接種回数

研修医の
接種割合

8月1日 7月30日 C/Ｂ
A B C D

奈良市 109,774 164,253 26,657 16.2%

大和高田市 19,913 29,098 11,537 39.6%

橿原市 34,479 58,205 25,032 43.0%

桜井市 17,654 30,949 5,200 16.8%

五條市 10,985 18,963 5,195 27.4%

御所市 10,177 17,205 9,929 57.7%

生駒市 33,451 55,493 5,262 9.5%

香芝市 18,233 32,633 2,586 7.9%

葛城市 10,335 18,476 4,240 22.9%

宇陀市 12,043 21,707 10,496 48.4%

平群町 7,072 12,787 7,001 54.8%

三郷町 7,033 12,296 8,680 70.6%

斑鳩町 8,607 15,494 6,976 45.0%

安堵町 2,476 4,496 2,074 46.1%

上牧町 7,483 13,234 3,034 22.9%

広陵町 8,930 16,143 7,271 45.0%

下市町 2,420 4,242 995 23.5%

計 321,065 525,674 142,165 27.0%



６４歳以下への接種券の発送について（８月１日時点）

64歳以下（12歳～64歳）への接種券の発送開始時期および発送済数について、市町村に調査。

②12歳～15歳分が未発送
7市町村

①発送完了

29市町村
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※うち、218は接種会場にて手交

③段階的に発送
3市町村

※7月20日知事定例記者会見資料から変更した箇所を赤字にしています。
※県広域ワクチン接種会場で必要となる接種券は、各市町村で個別に発行。

市町村名 発送済数 発送済率 市町村名 発送済数 発送済率

大和高田市 38,064 100.0% 高取町 3,382 100.0%

大和郡山市 47,556 100.0% 明日香村 2,792 100.0%

天理市 37,342 100.0% 上牧町 12,842 100.0%

橿原市 72,645 100.0% 王寺町 14,108 100.0%

桜井市 33,291 100.0% 吉野町 2,852 100.0%

御所市 12,981 100.0% 大淀町 9,823 100.0%

生駒市 71,203 100.0% 下市町 2,365 100.0%

香芝市 50,543 100.0% 黒滝村 264 100.0%

宇陀市 13,751 100.0% 天川村 495 100.0%

山添村 1,480 100.0% 野迫川村 152 100.0%

平群町 10,025 100.0% 下北山村 386 100.0%

斑鳩町 16,270 100.0% 上北山村 229 100.0%

田原本町 18,344 100.0% 川上村 479 100.0%

曽爾村 554 100.0% 東吉野村 633 100.0%

御杖村 567 100.0%

※

市町村名 発送済数 発送済率 未発送者

広陵町 30,899 99.0% 12歳

五條市 26,608 96.9% 12歳～15歳

奈良市 198,821 95.5% 12歳～15歳

三宅町 3,467 95.5% 12歳～15歳

三郷町 12,686 95.0% 12歳～15歳

安堵町 3,269 94.5% 12歳～15歳

川西町 4,448 93.7% 12歳～15歳

市町村名 発送済数 発送済率 段階的な発送方法

河合町 4,716 51.1% 混乱を避けるため、年代別に発送

葛城市 9,474 41.7% 混乱を避けるため、年代別に発送

十津川村 1,033 71.1%
接種日程に併せて、会場の案内を

同封し、順次発送



〔３〕 医療提供体制の確保
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重症対応病床は、３４床を確保しています。

通常医療との両立のため、現在（８月３日）、３２床を

運用しています。

現在の重症患者数は１０名で、占有率は３１％となって

います。

これまで、奈良県では、全ての重症患者を重症対応病

床で治療することができています。
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（１） 重症対応病床の状況



重症対応病床提供医療機関
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令和３年８月３日時点
（床）

県立系病院の確保病床 ２４床／３４床 ７１％

奈良県立医科大学附属病院　 14 12

奈良県総合医療センター　 6 6

民間病院　E 6 6

南奈良総合医療センター 2 2

奈良県西和医療センター 2 2

市立奈良病院 2 2

大和高田市立病院 2 2

計 34 32

病院名 確保病床 運用病床
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重症対応病床の占有状況
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重症対応病床 ３２床（運用）

使用病床 １０床

空き２２床

占有率３１％

令和３年８月３日時点



入院病床は、４４８床を確保しています。

通常医療との両立のため、現在（８月３日）、３７７床を

運用しています。

現在の入院患者数は１９４名で、占有率は５１％となっ

ています。

これまで、奈良県では、入院・加療が必要な方はすべ

て入院していただくことができています。
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（２） 入院病床の状況



入院病床提供医療機関
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令和３年８月３日時点 （床）

県立系病院の確保病床 235床／4４８床 5２％

奈良県立医科大学附属病院　 80 57

奈良県総合医療センター　 74 46

南奈良総合医療センター 44 24

奈良県西和医療センター 37 37

市立奈良病院 34 34

(独)国立病院機構　奈良医療センター 34 34

生駒市立病院 16 16

済生会中和病院 15 15

民間病院　Ａ 13 13

大和高田市立病院 12 12

(独)地域医療機能推進機構　大和郡山病院 12 12

民間病院　B 12 12

(独)国立病院機構　やまと精神医療センター 11 11

国保中央病院 9 9

済生会奈良病院 6 6

民間病院　C 6 6

民間病院　D 6 6

民間病院　E 6 6

宇陀市立病院 5 5

民間病院　F 5 5

民間病院　G 5 5

民間病院　H 2 2

民間病院　I 2 2

民間病院　J 2 2

計 448 377

病院名 確保病床 運用病床
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入院病床 ３７７床（運用）

使用病床 １９４床

入院病床の占有状況
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令和３年８月３日時点

空き１８３床

占有率５１％



宿泊療養施設は、６施設７１１室を提供しています。

現在の入所室数は１９９室で、その占有率は２８％と

なっています。
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（３） 宿泊療養施設の状況



宿泊療養施設

54

（室）

施設名 運用室数

東横INN奈良新大宮駅前 113

（旧）ホテルフジタ奈良 86

ビジネスホテル大御門 53

グランヴィリオホテル奈良-和蔵- 166

スマイルホテル奈良 148

奈良ワシントンホテルプラザ 145

計 711

令和３年８月３日時点
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宿泊療養施設の占有状況
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令和３年８月３日時点

占有率２８％

運用室数 ７１１室

入所室数 １９９室

空き５１２室



新型コロナ対策医療と通常医療の両立を図るため、

新型コロナ対応病床として確保した４４８床の一部

（７１床［うち２床は重症対応病床］ ）を、一時的に通常医療に

使用してきました。

この７１床［うち２床は重症対応病床］について、

７月下旬以降の感染状況を踏まえ、新型コロナ対応

病床として運用を再開します。
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（４） 新型コロナ対策医療の強化



発熱などの症状がある場合は、まず、身近な医療機

関に電話相談してください。

身近な医療機関がない場合は、新型コロナ・発熱患

者受診相談窓口に電話相談してください。

新型コロナ・発熱患者受診相談窓口

電話番号 ０７４２－２７－１１３２

FAX番号 0742－27－8565

対応時間 ２４時間（平日・土日祝）

57

（５） お盆の新型コロナウイルス感染症に関する受診相談



新型コロナウイルス感染症に関連する人権への配慮について

― 差別や偏見をなくしましょう ―

新型コロナウイルスの感染が拡大する中、感染された方をはじめ、医

療従事者やそのご家族、その方々が属する施設・機関などに対する差別

的な言動や、SNSでの誹謗中傷など、人権を侵害する事象が見受けら

れます。

いかなる場合でも、差別、偏見、いじめなどは決して許されるもので

はありません。

県民のみなさまには、新型コロナウイルス感染症に関連する憶測、デ

マ、不確かな情報に惑わされず、人権侵害につながることのないよう、

行政機関の提供する正確な情報に基づき、冷静に行動していただきま

すようお願いいたします。
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